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第
８
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
11
月
13
日

二
、
調
査
項
目

⑴
町
民
児
童
課
所
管

・�

電
気
料
再
値
上
げ
に
伴
う
街
路

灯
電
気
料
へ
の
助
成
に
つ
い
て

・�

出
産
育
児
一
時
金
の
見
直
し
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　

・
火
葬
場
使
用
料
の
改
正
に
つ
い
て

・�

狩
場
霊
園
及
び
西
方
霊
苑
管
理

料
の
改
正
に
つ
い
て

・�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

街
路
灯
電
気
料
助
成
に
つ
い
て

の
経
緯
や
助
成
の
概
要
、
国
民
健

康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
出
産
育
児
一
時
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
条
例
改
正
の
概
要
に
つ
い

て
、
火
葬
場
・
霊
園
の
現
状
や
、

使
用
料
の
平
準
化
を
図
ろ
う
と
す

る
町
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
調
査

を
し
ま
し
た
。

第
９
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
12
月
２
日

二
、
調
査
項
目

⑴
総
務
課
所
管

・�

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

の
実
施
に
つ
い
て

⑵
町
民
児
童
課
所
管

・�

せ
た
な
町
火
葬
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑶
保
健
福
祉
課
所
管

・�

せ
た
な
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例（
案
）

の
概
要
に
つ
い
て

・�

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
、運
営
、効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例（
案
）の
概
要
に
つ
い
て

・�

せ
た
な
町
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

本
年
の
人
事
院
勧
告
の
ポ
イ
ン

ト
や
改
定
の
概
要
、
料
金
の
平
準

化
に
向
け
て
改
正
す
る
火
葬
場
条

例
の
経
過
措
置
に
つ
い
て
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
新
た
に
制
定
す
る
予
定
の
条
例

案
の
概
要
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
改
正

の
概
要
等
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま

し
た
。

第
７
回

一
、
調
査
年
月
日

�
平
成
26
年
11
月
28
日

二
、
調
査
項
目

⑴
産
業
振
興
課
所
管

・�

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

・
密
漁
対
策
に
つ
い
て

⑵
瀬
棚
総
合
支
所
産
業
建
設
課
所
管

・
小
規
模
漁
港
統
合
に
つ
い
て

・�

瀬
棚
港
隣
接
地
域
の
海
浜
地
海

砂
の
採
取
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
の
平

成
25
年
度
決
算
・
平
成
26
年
度
の

中
間
決
算
、
今
年
度
の
夏
場
の
町

内
の
主
な
密
漁
の
発
生
事
案
・
町

の
対
応
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
第
６
回
の
本
常
任
委

員
会
に
お
い
て
調
査
し
た
、
小
規

模
漁
港
統
合
に
関
す
る
北
海
道
の

考
え
や
漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り

状
況
、
海
砂
を
採
取
す
る
場
所
、

予
算
等
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

第
８
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
12
月
４
日

二
、
調
査
項
目

⑴
建
設
水
道
課
所
管

・
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

・
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

⑵
教
育
委
員
会
所
管

・
学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

町
道
の
路
線
認
定
２
路
線
、
路

線
廃
止
３
路
線
に
つ
い
て
、
檜
山

渡
島
管
内
市
町
村
の
給
食
費
値
上

げ
の
状
況
、
改
定
案
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会

町
道
の
路
線
認
定
、
路
線
廃
止

に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

路線認定

路 線 名 起　　点 終　　点 全延長

添泊岬線 大成区富磯419番３地先 大成区富磯423番地先 約134ｍ

豊岡鍋坂線支線３号線 北檜山区豊岡253番21地先 北檜山区豊岡253番15地先 約63ｍ

路線廃止

路 線 名 起　　点 終　　点 全延長

役場環状１号線 大成区都429番地先 大成区都430番地先 約47ｍ

役場環状２号線 大成区都429番地先 大成区都430番地先 約39ｍ

役場環状３号線 大成区都429番地先 大成区都430番地先 約34ｍ
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第
６
回

一
、
調
査
年
月
日

�

平
成
26
年
11
月
11
日

二
、
調
査
項
目

・�

議
会
だ
よ
り
38
号
の
ゲ
ラ
編
集

に
つ
い
て

一
、
調
査
事
件

・�

温
浴
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

二
、
調
査
経
過

本
件
は
、
平
成
25
年
10
月
８
日

開
催
の
第
20
回
ま
ち
づ
く
り
計
画

調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
付
託

さ
れ
、
現
地
調
査
を
含
む
12
回
の

調
査
を
行
い
、
平
成
26
年
12
月
18

日
に
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
長
へ
最

終
報
告
を
し
ま
し
た
。

三
、
調
査
結
果

⑴
町
の
方
針

①
温
浴
施
設
は
引
き
続
き
、
維
持

継
続
す
る
方
針
で
あ
る
。

②
あ
わ
び
山
荘
の
存
続
に
つ
い
て

は
、
利
用
可
能
な
期
間
は
運
営

を
図
る
が
、
建
て
替
え
等
に
関

し
て
は
「
町
が
建
て
替
え
る
こ

と
は
し
な
い
。
経
営
に
つ
い
て

も
民
間
参
入
を
望
む
。」
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
の
支
援
は

考
え
て
い
る
。

⑵
一
般
財
団
法
人
貝
取
澗
温
泉
公

社
の
方
針

①
あ
わ
び
山
荘
の
建
て
替
え
は
、

町
が
行
い
存
続
を
望
む
。

②
あ
わ
び
山
荘
の
存
続
を
す
る
た

め
に
は
、
今
後
経
営
改
善
を
図

り
な
が
ら
、
収
支
の
試
算
を
行

う
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
調
査
結
果

地
域
経
済
へ
の
影
響
等
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
町
と

一
般
財
団
法
人
貝
取
澗
温
泉
公
社

に
お
い
て
、
現
時
点
で
結
論
付
け

る
こ
と
な
く
両
者
の
方
針
を
踏
ま

え
、
今
後
の
推
移
を
見
極
め
な
が

ら
、
十
分
協
議
さ
れ
る
よ
う
望
む

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

ま
の
改
修
計
画
、
大
成
国
民
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
及
び
同
施

設
閉
鎖
後
の
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山

荘
の
温
浴
施
設
使
用
に
つ
い
て
、

町
民
い
こ
い
の
家
の
閉
鎖
及
び
同

施
設
閉
鎖
後
の
温
泉
ホ
テ
ル
き
た

ひ
や
ま
の
温
浴
施
設
利
用
に
つ
い

て
は
平
成
25
年
第
10
回
臨
時
会
、

町
内
温
浴
施
設
の
料
金
改
定
及
び

統
一
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
報
告
済
み
で

す
。

一
、
調
査
事
件

・
町
有
施
設
に
つ
い
て

二
、
調
査
経
過

本
件
は
、
現
地
調
査
を
含
め
７

回
の
調
査
を
行
い
、
平
成
26
年
12

月
18
日
に
議
長
へ
最
終
報
告
を
し

ま
し
た
。

三
、
調
査
結
果

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

（
老
朽
化
施
設
防
犯
・
防
災
環
境

対
策
事
業
）
計
画
案
記
載
の
14
施

設
に
つ
い
て
平
成
27
年
度
に
解
体

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
調
査
し

ま
し
た
。

な
お
、
平
成
25
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
24
施
設
、
平
成
25
年

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
35
施
設

に
つ
い
て
解
体
す
る
必
要
が
あ
る

旨
議
長
へ
報
告
済
み
で
す
。

議
会
広
報
発
行
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
計
画

調
査
特
別
委
員
会

行
政
視
察
調
査
報
告

ま
ち
づ
く
り
計
画
調
査
特
別
委
員
会
で
は
行
政
視
察
調
査
を

行
い
ま
し
た
の
で
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
　
派
遣
委
員

委

員

長
　
大
　
野
　
一
　
男

副
委
員
長
　
平
　
澤
　
　
　
等

委
　
　
員
　
熊
　
野
　
主
　
税

〃

　
本
　
多
　
　
　
浩

〃

　
小
　
平
　
　
　
久

〃

　
澤
　
田
　
光
　
子

〃

　
大
　
湯
　
圓
　
郷

２
　
日
程

�

10
月
７
日
～
９
日

３
　
目
的

東
日
本
大
震
災
被
害
を
受
け
た

自
治
体
・
地
域
を
行
政
視
察
し
、

被
災
し
た
地
域
の
被
害
状
況
、
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
、
今
後
の

防
災
対
策
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
起

こ
り
う
る
震
災
に
向
け
た
、
本
町

の
防
災
対
策
・
震
災
対
策
等
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◎
視
察
先

◇
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
◇

１
　
地
震
・
津
波
の
概
要
・
被
害
状
況

○
津
波
被
害
の
概
要

・
最
大
津
波
高

：

14
・
８
ｍ

・
浸
水
区
域

：

３
２
０
㏊

・
被
害
区
域

：

２
４
０
㏊

○
人
口

：

１
万
14
人

　（
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
）

○
死
者

：

５
６
９
人

　（
平
成
26
年
１
月
31
日
時
点
）

○
死
亡
認
定
者

：

２
５
５
人

○
行
方
不
明
者

：

３
人

○
住
家
被
害
数

・
総
数

：

４
４
１
１
棟

・
全
壊

：

２
９
２
４
棟

・
大
規
模
半
壊

：

１
４
７
棟

・
半
壊

：

２
０
０
棟

・
一
部
損
壊

：

６
６
３
棟

・
避
難
状
況

：

最
大
25
ヶ
所 

�

５
７
２
０
人
　

２
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
状
況

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
な
り
、
全
て
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
全
域
復
旧
に
半

年
以
上
を
要
し
て
い
る
。


